
第９章

データ駆動型イノベーションの

ハブ（中心）としての都市

　本章では、都市におけるデータ生成の概要とデータ駆動型イノベーションの事

例、関連政策の議論を紹介する。着目するのは、1）システム統合などを通じて、

都市システムの効率を向上させ、2）都市での移動や宿泊市場などで新しいビジ

ネスチャンスを可能にし、3）都市のガバナンスを向上させる、データ駆動型イ

ノベーションである。これらの分野ごとの事例は、都市のデータ駆動型イノベー

ションの潜在力は議論が始まったばかりであること、そしてイノベーションの開

放条件は改善する必要があることを示している。政策立案者がこの開放条件のた

めに取り組むべき課題には、相互運用性、規制、デジタルセキュリティリスク管

理、プライバシーが含まれる。

　都市は皆のために何かを提供することができる。ただし、それは、その都市が皆によ
ってつくられるからであり、又は、その場合にのみ当てはまる。

―ジェイコブズ（Jacobs, 1963）
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はじめに

　都市部に集中している接続されたインフラ、機器、端末に埋め込まれたセンサーは、都市にとっ
て極めて重要な価値のある、様々な種類のデータを生成している。全世界で設置されている、セキ
ュリティ、保健医療、環境、輸送、エネルギー制御システムに係る推定6,500万個のセンサーの大
部分は、今日、都市のインフラ、設備、環境に埋め込まれている（MGI, 2011）。米国の都市だけで
も、推定約3,000万のCCTVカメラが公共空間に設置されている（Koonin, 2014）。2022年までに
OECD加盟国地域の人口の約4分の3は都市部に居住していると予測されており、その時までに利
用されている推計140億台の端末1の少なくとも100億台は、都市で利用されているだろう（OECD, 
2010; OECD, 2012a）。

第1節　都市データ・エコシステム

都市データの生成

　都市で生成されたデータは、フロー（流れ）データ、状態データ、活動データの3つに分類する
ことができる（図9.1）。

 ●フローデータ―都市は、様々な種類のインフラ（例：ICT、輸送、水、エネルギー、廃棄物
ネットワーク）で構成されており、これらのインフラは、都市全体の資源、製品、人、情報の
動きや流れを容易にしている。都市インフラに埋め込まれたセンサーによって、インフラ経由
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図9.1　都市データ分類

 

活動データ
（人、機器、端末の活動）

状態データ
（環境と空間の状態）

フローデータ
（インフラ経由のデータ流通）



で流通するデータのデジタル化とデータフィケーションが一層進んでいる。都市におけるある
動きが、接続されたセンサー、スキャナー、無線周波数識別（RFID）タグなどが備わった玄
関ドアなどのゲートウェイによって管理される。特定の領域に入ることを許可するための認証
が求められることも多い。

 ●状態データ―都市の内部空間及び外部環境は、自然と人間によって継続的に変わっていく。
人口密度、気温、空気の質、明かりや音の水準などといった都市空間や環境の特定の状態は、
カメラを含むセンサー、衛星などの観測機器、都市の見晴らしの良い地点からの継続的観測に
よって監視されるようになってきている。これらの状態は、オーディオファイル、画像、赤外
線・ハイパースペクトル撮像、レーダーなど様々な形態や形式でデジタル化、データ化されて
いる。

 ●活動データ―都市において公私の活動のために利用されている、接続された機器や端末は、
取引、消費、通信の特徴を計測することができる。これらの特徴には、特に、1）人々の活動、
通信、相互作用、2）人と周辺環境との間の相互作用、3）通信したり自律的に動作する機械
や装置など、当該周辺環境下の機器間の相互作用を含む。さらに、個人や企業と公的組織間の
相互作用や取引（例：納税記録、土地利用、販売、在庫、公衆衛生、犯罪記録、学業成績、人
材開発）、企業との相互作用や取引（例：クレジットカード決済、消費行動、販売記録）、個人
との相互作用や取引（例：ソーシャルネットワーキング）は、都市における活動データを生成
する。

　これらのデータは、都市におけるフロー、状態、活動を感知、計測、記録することによって生成
され、特定の場所との関連性の程度によって分類できる。

 ● 都市インフラや環境に埋め込まれた固定センサーによって生成されるデータ。これらの多くは、
都市におけるフローと状態を説明する。

 ● 位置情報や地理参照データ。これらの多くは、都市において移動端末やセンサーから生成され
ることが多く、接続された人、機械、端末の活動（行動、相互作用、取引）を説明する。

 ● 都市で生成されるその他のデータ。これらには、必ずしも地理的特性を有していない金融取引
に関するデータなどが含まれる。

都市データ・エコシステムにおける関係者

　都市におけるデータ収集及び利用には、多くの関係者がいる。第2章では、様々な層や主要関係
者が存在するデータ・エコシステム（図2.2）を概説している。すなわち、インターネットサービス・
プロバイダ、ITインフラストラクチャ・プロバイダ、データ分析プロバイダ、データ駆動型起業家
及びイノベーターである。都市にはこれらの関係者すべてが存在するが、本章では主にデータプロ
バイダ、データ駆動型起業家及びイノベーターに焦点を当てる。
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　以下のリストは、本章の内容に最も関連する、データ・エコシステムにおける都市の主要な関係
者である。それぞれは、デジタル層を介し、いくつかの組み合わせによって、他の者と接続されて
いる。各々、様々な場面や機能において、データ収集及び利用の双方に関与している。

 ● 市民、消費者

 ● イノベーター、起業家

 ● 政府、公益事業

 ● データ取引事業者、プラットフォーム事業者

 ● システム・オペレータ、サービスプロバイダ

　都市において、これらの関係者間やシステム間でどの程度データを交換できるかは、様々な目的
のためにどの程度容易に再利用できるかとともに、データ駆動型イノベーション（DDI）に対する
潜在力を決定する（第2章参照）。本章の主な焦点は、1）都市システムの効率を高め、2）新たなビ
ジネス機会を可能にし、3）都市ガバナンスを向上させる、データ駆動型イノベーションである。本
章は、これらの議題に個別に注目することで、政策立案者が都市におけるデータ駆動型イノベーシ
ョンの意味をよりよく理解するために、「スマートシティ」の一般化された議論で触れられることが
多い様々な課題の整理を試みている（コラム9.1）。
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コラム9.1　「スマートシティ」

　「スマートシティ」という用語は、IBMのマーケティング・キャンペーンによって有名と
なり、最大手のいくつかを挙げるだけでも、Siemens、日立、General Electric、Cisco、
Alstom、Arup、Microsoft、IBMなどの企業が提供する、広い範囲の様々な技術、アプリ
ケーション、サービスを含むものである。世界的なスマートシティ市場は、関連技術やサー
ビスを含めると2020年までに約4,000億米ドルに成長すると推計されている（UKDBIS, 
2013）。Navigant Research の報告書は、スマートシティ技術からの世界的な収入
は、2014年の88億米ドルから2023年には275億米ドルに成長すると予測している

（Navigant Research, 2014）。

　極めて多くの都市がスマートシティを標榜しているが、いまだに公約にとどまっているこ
とが多い。欧州においては、50万人以上の住民を抱える都市の約90パーセントが、自らの
都市はスマートシティであると考えている。しかし、実際は関連政策を実装しているのはこ
れらの都市の半分のみであり、実装しているとしても小規模なところが多い。これは、スマ
ートシティ市場は、市場や政府の牽引というよりも、ベンダーが牽引する、という特徴をよ
く示している（EP, 2014; Schaffers, 2011）。



第2節　都市におけるデータ駆動型イノベーションの可能性

効率性の向上

　都市におけるフロー及び状態に関するデータの多く、並びに活動に関するデータの一部は、効率
性を高め、都市システムの統合を促進するために利用できる。交通、エネルギー、水、廃棄物シス
テムにおけるフローに関する歴史的データやリアルタイムデータ2が利用できることで、前例のない
深さと粒度での分析、都市システムの的確なターゲット介入やより良い管理が可能となる。この節
では、まずは都市システムの効率性の向上の機会をみて、その後、都市システムをデジタル統合化
することの将来性を検討する。

交通、電気、水道、廃棄物システムにおける可能性

　交通の中に、都市における情報通信技術（ICT）やデータ利用の有望な活用法を見出すことが
できる。交通におけるデータ駆動型改善の主な手法は、需要と供給の直接的なマッチングであ
る。これは、より充実した、多くの場合リアルタイムの情報に基づいている。例えば、moovelや
Citymapperなどのモバイルアプリケーション（アプリ）は、あらゆる交通手段や交通状況を考慮
して、A地点からB地点への最速の移動方法を都市の旅行者に通知する。リアルタイムでの需給の
一致は、需要を分散させ、道路の混雑を減らすことで、ピーク需要を減らすことができる。また、
人々の時間と金を節約し、都市における汚染や排気ガスを削減することができる。旅行、価格、交
通状況に係る多様な情報をリアルタイムで提供するアプリなど、交通分野におけるオープンデータ
の利用は、年間7,200億米ドルから9,200億米ドルを生み出すと推計されている（MGI, 2013）。

　交通システムは、リアルタイムのデータ分析に基づき、動的道路料金制その他の交通管理によ
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　「スマート」という用語は、初期のOECD報告書において、「あるアプリケーション又はサ
ービスが、過去の状況から学び、このような状況の結果を他の端末や利用者に伝えることが
可能」（OECD, 2013a）な場合に当てはまると定義された。この定義は、個々のアプリケ
ーション、サービス、機械及び端末に適用することができるが、都市を機能させる様々なシ
ステムのすべてを把捉することは現実的ではない。個々のシステム自体が複雑であり、シス
テム間のやり取りの可能性もあるためである。「スマート」という用語は、人的、社会的、環
境的、経済的現実など、技術的要素やシステムを超えた都市の異質性を把捉するにはあまり
適切ではないように思われる。

　「スマートシティ」という用語は、広く使用されているにもかかわらず、都市におけるデー
タ駆動型イノベーションの特定の機会と政策的含意を分析するための有用な枠組みを提供し
ていない。従って、本章ではスマートシティという用語を使用していない。

出典：UKDBIS（2013）; EP（2014）; Schaffers（2011）; OECD（2013a）.


